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～知って楽しい、南相馬。～ 

もっとせでって！！ 

Ⅰ アイデアの内容       

１．地域の課題と目指すべき姿 

東日本大震災の影響で南相馬市の人口は2010年で70700人であったのが、現在では59005

人と減少している。2025 年現在南相馬の人口は緩やかに回復傾向だが、いまだ震災前の水

準には戻っていない。 

私たちはお茶の水女子大学附属高等学校が主催する福島フィールドワークで、2024 年に

福島県浜通り地区を訪れ、福島県相双地区の現状に触れた。震災時、高校 2年生の私たちは

3歳であったため、当時の状況をよく知らない。実際昨年福島にフィールドワークとして訪

れた時に未だに全回復はしておらず、ましてや地域によっては未だに故郷に帰れていない

場所もあった。訪れたことでしかわからなかったこの経験をもっと他の人や地域の人に伝

え拡大できないかと思い始めた。 

南相馬市内の事業所数で一番多いのは小売業、卸売業である。また、RESAS で、福島県浜

通り地区の交流人口を見てみると、いわき市をのぞく浜通り地区でいちばんの集客力を誇

るのが「 セデッテかしま」であることがわかる。常磐自動車道を利用する人がその流れで利

用することが多く南相馬を離れた人がつながるきっかけとなっている。 

 

２．地域経済分析 

(図 1)各道の駅利用者の移住地構成(ＲＥＳＡＳより筆者作成) 

 

 

「セデッテかしま」には他都道府県から多くの人が訪れているのに対し、同じ南相馬市内にある
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「浜の駅松川浦」、「道の駅南相馬」など他の道の駅には他都道府県からの来訪者が少ない。 

 

３．地域のニーズ 

①南相馬市からのヒアリング 

 セデッテかしま」は市内で最大級の集客力を持つ施設である。年間来場者数は 130万

人以上である。常磐自動車道を利用する人々が移動の流れで立ち寄ることも多い。南相馬

を離れて生活している人々にとって セデッテかしま」はふるさと南相馬との接点となっ

ている。 

②地元の事業者（若松味噌醤油店、原町製パン）からのヒアリング 

 

 震災をきっかけに福島県を離れた人が常磐自動車道の途中、セデッテかしまを訪れ、福

島県で暮らしていたことを思い出すということも多い。 

 

４．アイデア内容 

①商品にポップをつけることで売り上げを向上させ利益が地域に還元させること 

② セデッテかしま」の経済効果が他の道の駅に波及させること 

を可能にするためのアクション 

① 商品・生産者・地域の情報をふんだんに盛り込んだポップの掲示 

              

  

 

 

 

 

       (図 2①)ポップ（筆者作成）          
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・麹から作っておりクオリティーが高い 

・一度食べたら必ずリピーターになる 

・人と人を繋げる調味料 

・ちょっとした幸せになれば嬉しい 

②南相馬市周辺の施設を掲載したマップの掲示

  

施設を掲載したマップの掲示（右図）       

                                                                                                                                                                             

(図 2②)マップ（筆者作成） 

 

 

 

 

 

Ⅱ これまでの実践結果と意義 

 

1.実証実験の概要 

11/１～11/３1 の期間、「ポップ、マップを セデッテかしま」に設置した。（図 2①②） 

結果は以下のとおりである。 

 

（１）ポップの掲示結果 

 ①よつわりパンの売り上げの変化(売上数量の前年同期比増減率) 

私たちは「セデッテかしま」を訪れた際の経験から、他県か

ら訪れる人たちは、南相馬市の他の魅力的な施設を知らない

のではないかと予想した。 

そこで周辺の道の駅を掲載したマップを作り、周辺にも興味

をもってもらうのを狙った。    

背
景
情
報 

・70 年前から続く老舗 

・近くに避難所があるため震災時は食料供

給を伴う 

・一番人気のよつわりパンは 65 年前から大

人気 

・他県のセレクトショップでも販売 
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 ②若松味噌醤油店の売り上げ変化 (売上数量の前年同期比増減率) 

以上のように、セデッテかしまの昨年度比の来客数の増加を考慮に入れても、（図 3）ポ

ップの効果はあったものと考えられる。 

効果のイメージは下図が示すように、商品の背景情報が伝わったのだと推測される。 
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（２）南相馬市周辺の他施設を掲載したマップの掲示結果 

 

 

(図 4①)セデッテかしまの集客数の変化            (図 4②)道の駅南相馬の集客数の変化 

 

（図 4①②）よりセデッテかしま「に訪れた人は 111.7%と増加しているのに対し、道の駅

南相馬の来客数は 92.4%と減少している。 

道の駅南相馬で昨年おこなわれたイベントが今年度はおこなわれなかったことも要因の一

つとして考えられるが、この結果からはマップの効果は見つけられなかった。 

マップはセデッテかしま後方に一枚のみ掲示しただけであった。来場者に認知してもらえ

なかったことが要因の一つだったのではないかと考えた。 

これらの結果から、地域の一番の集客効果のある施設に、地元の情報をたくさん盛り込ん

だポップを複数見えやすいところに置くことが非常に効果的であることがわかる。 

 

Ⅲ今後の流れ 

集客効果のある施設に、生産者の思いや商品のストーリーを盛り込んだポップを置く

ことは非常に効果的であることが実証された。 

今回は２つの事業者のそれぞれ１商品について実施したが、これからはもっとポップ

 10 月 11 月 合計 

令和 6年 22,561 19,920 42,481 

令和 7年 20,121 18,402 38,523 
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の数を増やしていきたいと考えている。 

例えば、私たちだけではなく、地元の高校生や中学生に協力をあおぐことで、ポップ

を充実させることができると考える。 

私たちが今回ヒアリングしたように、生産者さんの声を聞くのは非常に効果的だ。 

 総合的な学習の時間」や社会を学ぶ際、一番初めに取り組むのは地元の地域につい

て学習であることが多い。子どもたちに南相馬について幼いころから考えてもらうこ

とが、将来の相馬の進展につながると思う。 

また、私たちが南相馬市を含んだ相双地域を訪れた際には、地元のお土産として買え

るようなお菓子が少ないことなど、南相馬を身近に感じることができる商品が少ない

ことも課題と感じた。 

 

 

(図 5)南相馬市内の小学校 
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